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減収減益なるも、高い利益率を堅持。次期 iPhone 発表と、

24 年以降に向けた Apple VisionPro の生産計画が焦点。 
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業績サマリ：8月3日発表の2023/9期3Q実績は、売上高が前年同期比で

1.4％減、純利益は同2.3％減の減収減益となった。業績低下要因は製品売

上の低調であり、ホームウェアラブル製品を除いて売上高は前年割れとなった。一

方、サービス事業の収益は過去最高を更新し、同8.2％増となった。同セグメン

トの粗利率は70.5％であり、同社の利益率の継続的な改善に貢献している。 

新製品発表：2023/9期２Qの終盤にあたる6月のイベント（WWDC）にて

新製品を発表。同社初となるMR（複合現実）端末であるApple VisionPro

とMac新機種が発表された。さらに、各種端末用の新OSのリリースの予定や、

VisionProアプリ用のディベロッパー向け開発ツールなども公開された。 

8月30日、Appleは自社のサイト上で9月13日午前2時（JST）の新イベン

トを告知した。収益軸であるiPhoneの、次期モデル発表が期待される。 

投資論点・リスク：現在の株価は通期業績が減収減益で着地することを織り

込んでいると考えられる。今後の株価は次期iPhoneへの反応次第となるだろう。

加えて、来年発売予定のVisionProの出荷可能台数にも注目が集まっている。

主要部品となるマイクロディスプレイ（OLEDoS）の量産体制や歩留まりについ

て問題を抱えていると推測されており、株価軟化要因の一つと見られる。 

VisionPro は予定価格 3,499 ドルという同社の中では高価格帯製品に位

置する一方、端末単独でゲームや映像を楽しむことができるため、高性能ゲーミ

ング PC 需要を奪える可能性がある。アプリ開発を行うディベロッパー層（プロユ

ーザー）の取り込みが同製品売上とサービス収益の成長の肝要となるだろう。 

  昨今の AI やメタバースのブームにあっても、Mac は NVIDIA 製 GPU に対応

していないために、プロユーザーの離反リスクを抱えている。Mac や OS 開発の指

向性や仕様変更、NVIDIA と Apple との関係性にも注視が必要である。 

 

予想配当（USD） 0.95

株価（USD） 184.12

実績 PER（倍） 30.94

予想 PER（倍） 30.37

時価総額（10億 USD）

企業価値（10億 USD）

3ヵ月平均売買代金（百万USD）

＊配当予想と予想PERはブルームバーグ、各数値は8/29日終値による

会社概要

 

QoQ YoY

北米・中南米市場 35,383 -6.4% -5.6%

ヨーロッパ・中東・インド・アフリカ 20,205 -15.6% 4.8%

中国圏（香港・台湾含む） 15,758 -11.5% 7.9%

日本 4,821 -32.8% -11.5%

その他アジア（オーストラリア含む） 5,630 -30.7% -8.5%

QoQ YoY

iPhone 39,669 -22.7% -2.4%

Mac 6,840 -4.6% -7.3%

iPad 5,791 -13.2% -19.8%

ホーム・ウェアラブル・アクセサリ 8,284 -5.4% 2.5%

ソフトウェア・サービス事業 21,213 1.5% 8.2%

引用：企業公表値

新製品・サービスなど カテゴリ 発表 発売

Apple Vision Pro ウェラブル 23/6 未定

Mac Pro PC 23/6 23/6

Mac Studio PC 23/6 23/6

MacBookAir PC 23/6 23/6

MacOS Sonoma ソフトウェア 23/6 未定

iPadOS 17 ソフトウェア 23/6 未定

tvOS 17 ソフトウェア 23/6 未定

引用：企業プレスリリース

利益還元推移 20/9 21/9 22/9

自社株買い総額（百万USD） 72,500 171,000 90,200

DPS（USD） 0.75 0.80 0.87

配当利回り (%) 0.72 0.60 0.60

引用：企業公表値、ブルームバーグ（ Fはブルームバーグ予想）

23/9/３Q 製品別売上 （百万USD）

1977年創業のPCを中心としたIT機器販売を行う企業。1980年ナス

ダック上場。2007年にiPhoneを発売して以降、同製品が収益の柱と

なる。MacやiPad等の製品ほか、iCloudや動画・音楽の有料サブスク

リプション、Appストア手数料を含むサービス事業が収益軸である。
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株価推移

23/9/３Q 地域別売上 （百万USD）
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（引用：Bloombergをもとにフィリップ証券作成）

四半期業績推移 23/9/1Q 23/9/2Q 23/9/3Q 23/9/9M

売上高（百万USD） 117,154 94,836 81,797 293,787

当期利益（百万USD） 29,998 24,160 19,881 74,039

希薄化後EPS（USD） 1.88 1.52 1.26 4.66

中間配当（USD) 0.23 0.23 0.24 0.70

通期実績推移 2020/9 2021/9 2022/9 2023/9F

売上高（百万USD） 274,515 365,817 394,328 382,889

売上総利益(百万USD） 104,956 152,836 170,782 168,437

粗利率（％） 38.23 41.78 43.31 43.99

営業利益（百万USD） 66,288 108,949 119,437 113,334

営業利益率（％） 24.15 29.78 30.29 29.60

当期利益（百万USD） 57,411 94,680 99,803 95,573

希薄化後EPS（USD） 3.28 5.61 6.11 6.06

PER（倍） 34.27 26.25 24.62 29.10

PBR（倍） 29.17 38.25 47.33 44.03

ROE（％） 73.69 147.44 175.46 166.39

引用：企業公表値、ブルームバーグ（9Mは四半期実績累積、Fはブルームバーグ予想値）
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